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Ⅰ
「
中
小
企
業
の
会
計
に
関
す
る
基
本
要
領
」の
活
用

平
成
24
年
2
月
1
日
に
策
定

さ
れ
た
「
中
小
企
業
の
会
計
に

関
す
る
基
本
要
領
」（
以
下
「
中

小
会
計
要
領
」
と
い
う
。）
は
、

中
小
企
業
の
多
様
な
実
態
に
配

慮
し
、
そ
の
成
長
に
資
す
る
た

め
、
中
小
企
業
が
会
社
法
上
の

計
算
書
類
等
を
作
成
す
る
際

に
、
参
照
す
る
た
め
の
会
計
処

理
や
注
記
等
を
示
す
も
の
で
あ

る
（
Ⅰ
総
論
1
。目
的
⑴
）。

こ
の
中
小
会
計
要
領
は
、
Ⅰ

総
論
・
Ⅱ
各
論
・
Ⅲ
様
式
集
の

3
部
に
わ
た
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
が
、
計
算
書
類
等
の
開
示

先
や
経
理
体
制
等
の
観
点
か

ら
、
以
下
の
考
え
方
に
立
っ
て

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
Ⅰ

総
論
1
。目
的
⑵
）。

・
経
営
者
が
活
用
し
よ
う
と
思

え
る
よ
う
、
理
解
し
や
す

く
、
自
社
の
経
営
状
況
の
把

握
に
役
立
つ
会
計

・
利
害
関
係
者
（
金
融
機
関
、

取
引
先
、
株
主
等
）
へ
の
情

報
提
供
に
資
す
る
会
計

・
実
務
に
お
け
る
会
計
慣
行
を

十
分
考
慮
し
、
会
計
と
税
制

の
調
和
を
図
っ
た
上
で
、
会

社
計
算
規
則
に
準
拠
し
た
会

計
・
計
算
書
類
等
の
作
成
負
担
は

最
小
限
に
留
め
、
過
重
な
負

担
を
課
さ
な
い
会
計

信
用
保
証
協
会
は
中
小
会
計

要
領
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
る

計
算
書
類
に
つ
い
て
、
税
理
士

・
税
理
士
法
人
か
ら
そ
の
準
拠

を
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

等
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
お
い

て
、
保
証
料
率
を
0
・
1
％
割

引
く
制
度
を
平
成
25
年
4
月
1

日
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
ま

た
、
各
金
融
機
関
に
お
い
て

も
、
同
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
が
提

出
さ
れ
た
場
合
に
、
融
資
の
際

の
金
利
を
引
下
げ
る
対
応
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

本
稿
で
は
、
顧
問
先
が
経
営

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
ま

た
、
融
資
の
際
に
優
遇
措
置
を

受
け
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
計

算
書
類
を
作
成
す
べ
き
か
、
法

人
税
法
と
の
相
違
点
、
注
記
事

項
や
形
式
上
の
留
意
点
に
つ
い

て
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
確
認

事
項
を
中
心
に
検
討
を
行
う
も

の
と
す
る
。

Ⅱ

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
お
け
る
勘
定
項
目
等
別

の
確
認
事
項
と
留
意
点

1

収
益
、
費
用
の
基
本
的
な

会
計
処
理
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

№
1
、
1
段
目
）

・
収
益
は
、
原
則
と
し

て
、
製
品
、
商
品
の
販

売
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
行
い
、
か
つ
、
こ

れ
に
対
す
る
現
金
及
び

預
金
、
売
掛
金
、
受
取

手
形
等
を
取
得
し
た
時

に
計
上
し
、
費
用
は
、

原
則
と
し
て
、
費
用
の

発
生
原
因
と
な
る
取
引

が
発
生
し
た
時
又
は
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け

た
時
に
計
上
し
た
か
。

中
小
会
計
要
領
の
各
論
で

は
、
法
人
税
法
に
お
け
る
資
産

の
長
期
割
賦
販
売
等
（
法
法

63
）、
工
事
進
行
基
準
（
法
法

64
②
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の

記
述
が
な
い
。

こ
の
場
合
、
法
人
税
法
の
規

定
を
適
用
し
た
と
し
て
も
、
総

論
5
「
各
論
で
示
し
て
い
な
い

会
計
処
理
等
の
取
扱
い
」
に
よ

り
、
本
要
領
に
準
拠
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

※
総
論
5

各
論
で
示
し

て
い
な
い
会
計
処
理
等
の

取
扱
い

本
要
領
で
示
し
て
い
な

い
会
計
処
理
の
方
法
が
必

要
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

企
業
の
実
態
等
に
応
じ

て
、
企
業
会
計
基
準
、
中

小
指
針
、
法
人
税
法
で
定

め
る
処
理
の
う
ち
会
計
上

適
当
と
認
め
ら
れ
る
処

理
、
そ
の
他
一
般
に
公
正

妥
当
と
認
め
ら
れ
る
企
業

会
計
の
慣
行
の
中
か
ら
選

択
し
て
適
用
す
る
。

2

貸
倒
損
失
・
貸
倒
引
当
金

（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
№
4
）

・
法
的
に
消
滅
し
た
債
権

又
は
回
収
不
能
な
債
権

が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
貸
倒
損
失
を

計
上
し
た
か
。

・
回
収
不
能
の
お
そ
れ
の

あ
る
債
権
が
あ
る
場

合
、
そ
の
回
収
不
能
見

込
額
を
貸
倒
引
当
金
と

し
て
計
上
し
た
か
。

貸
倒
損
失
に
つ
い
て
は
、
法

人
税
基
本
通
達
9
―
6
―
1
〜

3
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
に

よ
り
対
応
す
る
。

た
だ
し
、
法
人
税
法
上
は
法

律
上
の
貸
倒
れ
（
法
基
通
9
―

6
―
1
）
に
つ
い
て
損
金
経
理

が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
が
、
中

小
会
計
要
領
で
は
会
計
処
理
に

よ
る
計
上
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
貸
倒
引
当
金
に
つ
い

て
も
法
人
税
法
の
規
定
（
法
法

52
）
を
採
用
す
る
こ
と
で
対
応

可
能
と
な
る
が
、
各
論
の
解
説

で
は
、「
貸
倒
引
当
金
の
計
算

方
法
と
し
て
は
、
債
権
全
体
に

対
し
て
中
小
法
人
の
法
定
繰
入

率
、
ま
た
は
貸
倒
実
績
率
で
計

算
す
る
方
法
が
考
え
ら
れ

る
。」
と
の
記
載
が
あ
る
。

引
当
金
の
計
上
が
求
め
ら
れ

る
「
回
収
不
能
の
お
そ
れ
の
あ

る
債
権
」
の
範
囲
に
、
法
人
税

法
上
の
一
括
評
価
金
銭
債
権
が

含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

な
お
、
後
述
す
る
「
11
引
当

金
」
の
解
説
で
は
、
金
額
的
に

重
要
性
が
乏
し
い
も
の
は
計
上

す
る
必
要
が
な
い
と
記
載
さ
れ

て
い
る
。

3

有
価
証
券
（
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
№
5
）

・
有
価
証
券
が
あ
る
場

合
、
原
則
と
し
て
、
取

得
原
価
で
計
上
し
、
売

買
目
的
の
有
価
証
券
に

つ
い
て
は
、
時
価
で
計

上
し
た
か
。

・
時
価
が
取
得
原
価
よ
り

も
著
し
く
下
落
し
た
有

価
証
券
を
保
有
し
て
い

る
場
合
、
回
復
の
見
込

み
が
あ
る
と
判
断
し
た

と
き
を
除
き
、
評
価
損

を
計
上
し
た
か
。

中
小
会
計
要
領
に
お
い
て

も
、
法
人
税
の
規
定
に
よ
る
売

買
目
的
有
価
証
券
（
法
法
61
の

3
①
一
）
は
時
価
に
よ
る
計
上

を
求
め
て
い
る
。

な
お
、
各
論
の
解
説
で
は
、

「
著
し
く
下
落
し
た
と
き
」と
は

時
価
が
取
得
原
価
に
比
べ
て
50

％
以
上
下
落
し
た
場
合
が
該
当

し
、
そ
の
時
価
の
把
握
が
難
し

い
場
合
に
は
、
例
え
ば
大
幅
な

債
務
超
過
等
で
ほ
と
ん
ど
価
値

が
な
い
と
判
断
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
評
価
損
の
計
上
が
必
要

と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

一
方
、
法
人
税
法
上
は
、
上

場
有
価
証
券
等
以
外
の
場
合
に

つ
い
て
は
時
価
と
取
得
原
価
と

の
比
較
で
は
な
く
、
期
末
の
純

資
産
価
額
と
取
得
時
の
純
資
産

価
額（
時
価
と
時
価
）で
50
％
以

上
下
落
し
た
場
合
に
評
価
損
の

損
金
計
上
が
認
め
ら
れ
る
（
法

基
通
9
―
1
―
9
⑵
）
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
相
違
が
あ
る
。

4

経
過
勘
定
（
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
№
7
）

・
経
過
勘
定
が
あ
る
場

合
、
前
払
費
用
及
び
前

受
収
益
は
、
当
期
の
損

益
計
算
に
含
め
ず
、
ま

た
、
未
払
費
用
び
未
収

収
益
は
、
当
期
の
損
益

計
算
に
反
映
し
た
か
。

各
論
の
解
説
で
は
、「
金
額

的
な
重
要
性
の
乏
し
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
受
け
取
っ
た
又
は

支
払
っ
た
期
の
収
益
又
は
費
用

と
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
」

と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
法
人
税
法
上
の
経

過
勘
定
の
特
例
で
あ
る
貸
付
金

利
子
等
の
帰
属
の
時
期
（
法
基

通
2
―
1
―
24
）
や
短
期
の
前

払
費
用
（
法
基
通
2
―
2
―

14
）
の
規
定
を
適
用
し
た
場

合
、「
金
額
の
重
要
性
の
乏
し

い
も
の
」
に
該
当
し
な
い
ケ
ー

ス
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
総
論
5
の
「
各

論
で
示
し
て
い
な
い
会
計
処
理

等
の
取
扱
い
」
に
よ
り
、
中
小

会
計
要
領
に
準
拠
し
て
い
る
も

の
と
し
て
対
応
可
能
で
あ
る
か

検
討
の
余
地
が
あ
る
。

5

固
定
資
産
（
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
№
8
、
1
〜
2
段
目
）

・
固
定
資
産
が
あ
る
場

合
、原
則
と
し
て
、取
得

原
価
で
計
上
し
た
か
。

・
有
形
固
定
資
産
は
、
定

率
法
、
定
額
法
等
の
方

法
に
従
い
、
無
形
固
定

資
産
は
、
原
則
と
し
て

定
額
法
に
よ
り
、相
当
の

減
価
償
却
を
行
っ
た
か
。

（
注
）「
相
当
の
減
価
償

却
」
と
は
、
一
般
的

に
、
耐
用
年
数
に
わ
た

っ
て
、
毎
期
、
規
則
的

に
減
価
償
却
を
行
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

問
題
は
、
法
人
税
法
上
の
減

価
償
却
の
特
徴
で
あ
る
「
任
意

償
却
」
に
あ
る
。

損
失
決
算
や
青
色
欠
損
金
の

期
限
切
れ
を
回
避
す
る
た
め
、

各
事
業
年
度
に
お
い
て
計
上
基

準
を
変
更
す
る
こ
と
は
、
適
正

な
期
間
損
益
計
算
を
妨
げ
る
要

因
と
な
り
、
容
認
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。

中
小
会
計
要
領
で
は
、
法
人

税
法
に
お
け
る
償
却
限
度
額
を

計
上
す
る
こ
と
を
求
め
る
よ
う

な
記
述
は
な
い
が
、
各
論
の
解

説
で
は
、
耐
用
年
数
は
原
則
と

し
て
同
法
に
定
め
る
期
間
を
使

う
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
と

し
、
ま
た
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
注
書
の
と
お
り
、「
毎
期
、

規
則
的
」
な
計
上
を
前
提
と
し

て
い
る
。

な
お
、
繰
延
資
産
に
つ
い
て

も
、
支
出
の
効
果
の
及
ぶ
期
間

で
の
償
却
が
求
め
ら
れ
て
い
る

（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
№
9
）。

6

引
当
金
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
№
11
、
1
〜
2
段
目
）

・
翌
期
に
従
業
員
に
対
し

て
支
給
す
る
賞
与
の
見

積
額
の
う
ち
、
当
期
の

負
担
に
属
す
る
部
分
の

金
額
を
賞
与
引
当
金
と

し
て
計
上
し
た
か
。

・
退
職
金
規
程
や
退
職
金

等
の
支
払
い
に
関
す
る

合
意
が
あ
り
、
退
職
一

時
金
制
度
を
採
用
し
て

い
る
場
合
、
当
期
末
に

お
け
る
退
職
給
付
に
係

る
自
己
都
合
要
支
給
額

を
基
に
退
職
給
付
引
当

金
を
計
上
し
た
か
。

賞
与
引
当
金
に
つ
い
て
は
、

法
人
税
法
上
全
額
損
金
不
算
入

と
さ
れ
て
い
る
が
、
中
小
会
計

要
領
で
は
、
賃
金
（
賞
与
）
規

程
等
に
よ
り
翌
期
に
支
給
す
る

賞
与
で
当
期
の
負
担
に
属
す
る

部
分
を
見
積
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
に
計
上
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
各
論
の
解
説
に
お
い

て
、
従
来
法
人
税
法
で
用
い
ら

れ
て
い
た
「
支
給
対
象
期
間
基

準
」
に
よ
る
計
上
に
つ
い
て
も

容
認
し
て
い
る
。

退
職
給
付
引
当
金
も
や
は
り

法
人
税
法
上
で
は
全
額
損
金
不

算
入
と
さ
れ
て
い
る
が
、
各
論

の
解
説
に
お
い
て
、「
退
職
一
時

金
制
度
」
を
採
用
し
て
い
る
場

合
に
は
、
企
業
は
従
業
員
に
対

し
て
退
職
金
に
係
る
責
務
を
負

っ
て
い
る
た
め
計
上
を
求
め
て

お
り
、
そ
の
金
額
に
つ
い
て
は

決
算
日
時
点
で
従
業
員
全
員
が

自
己
都
合
に
よ
っ
て
退
職
し
た

場
合
に
必
要
と
な
る
退
職
金
の

総
額
を
基
礎
と
し
て
、例
え
ば
、

そ
の
一
定
割
合
を
計
上
す
る
方

法
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
解
説
で
は
役
員
退

職
金
に
つ
い
て
の
記
述
は
な

い
。
役
員
退
職
金
規
程
が
あ
る

場
合
は
そ
の
金
額
が
高
額
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
期
間
損

益
計
算
と
い
う
観
点
か
ら
検
討

の
余
地
が
あ
る
。

7

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
お
け

る
注
記
事
項
の
留
意
点

・
受
取
手
形
割
引
額
及
び

受
取
手
形
裏
書
譲
渡
額

が
あ
る
場
合
、
こ
れ
を

貸
借
対
照
表
の
注
記
と

し
た
か（
№
3
、金
銭
債

権
及
び
債
務
3
段
目
）。

・
中
小
会
計
要
領
に
拠
っ

て
計
算
書
類
を
作
成
し

た
場
合
、
そ
の
旨
を
記

載
し
た
か
（
№
14
、
注

記
3
段
目
）。

中
小
会
計
要
領
に
よ
り
処
理

を
行
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
注
記
事
項
を
失
念
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
の
「
Ｎ
Ｏ
」
に
該
当
す
る
こ

と
に
な
る
。

Ⅲ

お
わ
り
に

保
証
協
会
や
金
融
機
関
は
、

原
則
と
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
ひ
と
つ
で
も
「
Ｎ
Ｏ
」
に

該
当
す
る
も
の
が
あ
っ
た
場

合
、
優
遇
措
置
を
適
用
し
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

中
小
会
計
要
領
が
求
め
る
計

算
書
類
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
法
人
税
法
上
の
規

定
に
従
っ
て
い
る
場
合
、
殆
ど

が
ク
リ
ア
さ
れ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

た
だ
し
、
経
過
勘
定
（
特
に

未
払
費
用
）、
償
却
費
、
引
当

金
の
計
上
な
ど
の
項
目
は
、
法

人
税
法
と
の
相
違
に
つ
い
て
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
形
式
的
な
面
に
お
い

て
も
、「
法
人
税
法
固
有
の
繰

延
資
産
が
あ
る
場
合
、
長
期
前

払
費
用
等
と
し
て
計
上
（
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
№
9
、
繰
延
資
産

2
段
目
）」
な
ど
、
様
式
集
（
特

に
記
載
上
の
注
意
）
等
を
参
考

に
、
再
度
検
討
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

西野道之助［上野］

日
本
税
務
会
計
学
会

平
成
26
年
7
月
月
次
研
究
会
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